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全国の 21校の高校生が集い、「アマモ場」の再生活動をはじめとする海辺の自然再生や生

態系保全に関する成果発表と意見交換を行います。 

海辺には、稚魚や多様な生き物たちの生育の場となるとともに、地球温暖化の緩和策とし

て期待されているブルーカーボン生態系としての「アマモ場」や干潟などが広がり、海洋

環境や生態系の保全、持続可能な開発の実現において重要な役割を果たしています。 

本サミットでは、高校生たちが取り組む海辺

の自然再生や生態系保護に関する活動を発表

し、これからの海辺の環境づくりについて、

高校生が自ら考える場を提供します。 

来場者の皆さまにとりましても新たな学びや

気づきが得られるとともに、次世代を担う若

者たちを応援し、協働の道を探る貴重な機会

となりますので、ぜひ会場におこしくださ

い。 

 

 

 

 

「海辺の自然再生・高校生サミット 2025」 

11 月 1 日(土)・2 日(日)横須賀市にて開催 

～海辺の自然再生に取り組む高校生による、研究発表と意見交換の 2日間～ 

 

 

昨年の様子（各学校の発表） 

NPO 法人海辺つくり研究会  

NPO 法人共存の森ネットワーク 

昨年の様子（円卓会議） 



開催概要 

■日 時 

2025 年 11 月 1日（土）、2日（日） 9：00～17：45 

  

■会 場 

横須賀市立横須賀総合高等学校 SEA ホール 

〒239-0831 神奈川県横須賀市久里浜６丁目 1−1 

※校内駐車場は利用できませんので、公共交通機関などのご利用をお願いいたします。 

  

■アクセス 

京浜急行線京急久里浜駅東口下車徒歩 10 分 

JR 横須賀線久里浜駅下車徒歩 12 分 

 

■参加費 無料 

 

■お申込み 

事前申し込み推奨(当日受付も可) 

申込フォーム： https://amamo-summit.net/application/  

 

■プログラム概要 

11 月 1 日(土)9：00～17：45 

基調講演、高校生発表(前半 16校)ほか 

 

11 月 2 日(日)9：00～17：45 

漁業者の講話、高校生発表(後半 5校)、分科会、高校生円卓会議ほか 

 

詳細：https://amamo-summit.net/ 

 

■参加校一覧 

北海道霧多布高等学校 / 北海道小樽水産高等学校 / 山形県立加茂水産高等学校 / 宮城

県水産高等学校 / 東京都立芝商業高等学校 / 千葉県立安房高等学校 / 東海大学付属浦

安高等学校･中等部 / 神奈川県立海洋科学高等学校 / 福井県立若狭高等学校 / 関西大学

北陽高等学校 / 岡山学芸館高等学校 / 柳井学園高等学校 / 愛媛県立宇和島水産高等学

校 / 福岡工業大学附属城東高等学校 / 福岡県立山門高等学校 / 福岡県立新宮高等学校 

/ team 長崎シー･グリーン / 熊本県立芦北高等学校 / エコユースやつしろ / 鹿児島県立

鹿児島水産高等学校 / 鹿児島県立古仁屋高等学校  



 

■主 催 ：NPO 法人海辺つくり研究会、NPO 法人共存の森ネットワーク（海辺の自然再

生・高校生サミット事務局） 

  

■協 賛： 一般財団法人セブン-イレブン記念財団、東京海上日動火災保険株式会社、マ

ルハニチロ株式会社、東京ガスグループ「森里海つなぐプロジェクト」、株式会社商船三

井、東洋建設株式会社、日本製鉄株式会社、一般財団法人みなと総合研究財団、日本テレ

ビ放送網株式会社 

  

■後 援： 三浦半島ブルーカーボン推進会議(横須賀市･鎌倉市･逗子市･三浦市･葉山町) 

  

■協 力： 国立研究開発法人海上･港湾･航空技術研究所港湾航空技術研究所、ジャパンブ

ルーエコノミー技術研究組合 

 

■取材受付：現地での取材をご希望の方は、下記問い合わせ先にご連絡ください。 

 

〔お問合わせ） 海辺の自然再生・高校生サミット事務局 

（ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク内）担当：飯島・三木 

〒156-0043 東京都世田谷区松原 1-11-26 コスモリヴェール松原 301 

電話：03-6432-6580 ファックス：03-6432-6590 

メール：mori@kyouzon.org 

HP：https://amamo-summit.net/ 

 

 


